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n はじめに
「JAFA テクニカルレポート 2020 」の発⾏にあたり、JAFAテクニカルスタディグループ（以下、
「JAFA TSG」）をはじめ、ご尽⼒を賜りました関係者の皆様に衷⼼より御礼申し上げます。

JAFA TSGは、2018ワールドカップメキシコ⼤会の折に、⽇本代表チームの強化にあたって明確な強
化指針を構築するべく代表監督である杉野正幸⽒の発案により組織されたことが始まりでした。今⽇
においては、ワールドカップの開催年度にあわせて活動するだけではなく、強化委員会における常設
部⾨として、国内外の競技⼤会等の競技データの取得、整理、蓄積という役割を担うまでに⾄りまし
た。⼀部のトップレベルプレイヤーのみならず、全てのプレイヤーに対して包摂的な有益性のある情
報発信に期待が寄せられます。

アンプティサッカーは国際的に発展しつづけています。このテクニカルレポートは特定の⼤会等の記
録を整理し競技データを可視化させるとともに、トレンドや技術および戦術上の特徴等を踏まえ現在
のアンプティサッカーがどのような段階にあるかということに⾔及しつつ、今後の⽬標設定にむけた
提⾔が求められます。本種⽬の特性上、当然ながら競技⼒向上のみにとらわれず、あらゆるシナリオ
の作成に対応した情報発信についても留意する必要があります。

今回のトピックとして挙げられておりますが、⽇本アンプティサッカー界においても「リーグ⽂化の
醸成」に向けて⼤きな⼀歩を踏み出すことができました。多くの⽅々から賛辞を頂くこととなりまし
たが、これもリーグ戦構想を⻑い年⽉をかけて着⼿されてきた本協会理事である関根雅男⽒の努⼒の
賜物であることを改めてご報告申し上げます。

国内外問わず多くのフットボールシーンにおいて、リーグ戦は他のどの⼤会よりも優先してスケ
ジュールが組まれており、基軸となるリーグ戦を年間通じて⾏える環境を整えることに注⼒なされて
います。今⽇の⽇本アンプティサッカー界においては、多くの⽅々のご尽⼒により⽇本選⼿権とコパ
アンプティの⼆⼤⼤会が併設されておりますが、実⼒の差を乗り越え・跳ね除けて「上位に進出す
る」或いは「優勝カップを⼿にする」という快挙を成し遂げていくチームを数多く⽣み出していくこ
とも重要となります。

トーナメント戦には多くの魅⼒がある反⾯、勝敗という⼤きな要因があり、当事者であるプレイヤー
も指導者もなかなか思い切ったチャレンジが叶わないという側⾯があります。リーグ戦においては、
多くのプレイヤーへ公式戦出場機会の確保・育成、明確な⽬標を持ったチーム強化の場のほか、ビギ
ナープレイヤーへの継続的なスポーツシーンへの誘導にも波及しています。チャンピオンスポーツと
しての側⾯を保つ⼀⽅で、ゲートウェイパラスポーツとしての側⾯を構築し「すそ野を広げていく」
ことも皆様のお⼒添えなしでは成し得ることはできません。特に、リーグ戦では「チームの主体性を
⾼める」ことも⼤きな狙いであり、エントリーチームの中から節毎に「ホストチーム」が決まってい
ます。グラウンドの⼿配から⽇程調整に始まり、当⽇の会場運営はホストチームの⾃主運営によって
リーグ戦が⾏われています。

2019年に⻄⽇本圏で⾏われた「⻄⽇本アンプティサッカー交流戦」が発展し、2020年からは「⻄⽇
本アンプティサッカーリーグ」も開設されることとなりましたが、 2020年8⽉現在、新型コロナウイ
ルスの影響により開催が延期となりました。しかしながら競技普及・発展の灯⽕が消えてしまうこと
がないよう、関係者の不断の努⼒によりコロナ禍を契機とした新たな推進策が構築されようとしてい
ます。

本誌がアンプティサッカーファミリーを繋ぐための結節点の⼀つとなり得ていくためにも、時宜にか
なった情報収集と段階的な情報発信により広く読者の声を聞き取り、継続的な発⾏を重ね⽇本アンプ
ティサッカーの発展に寄与されることを切に希求致します。

⽇本アンプティサッカー協会
強化委員⻑ 前⿐ 啓史
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東⽇本アンプティサッカーリーグ 2019
第2回⼤会 前期／後期

期⽇・内容
＜第1節＞ 2019年6⽉15⽇（⼟）時之栖富⼠
宮グラウンド
ホストチーム︓ガネーシャ静岡AFC 
第1試合︓13:00 Kickoff  
FC ALVORADA vs AFC BumbleBee千葉

第2試合︓14:30 Kickoff  
ガネーシャ静岡AFC vs FC-TS ONE

＜第2節＞ 2019年6⽉16⽇（⽇）時之栖富⼠
宮グラウンド
ホストチーム︓ガネーシャ静岡AFC 
第1試合︓10:00 Kickoff  
FC-TS ONE vs FC ALVORADA

第2試合︓11:30 Kickoff  
AFC BumbleBee千葉 vs ガネーシャ静岡AFC

＜第3節＞ 2019年9⽉1⽇（⽇）埼⽟⼯業⼤学
サッカー場
ホストチーム︓FC-TS ONE
第1試合︓13:00 Kickoff  
FC-TS ONE vs AFC BumbleBee千葉

第2試合︓14:30 Kickoff  
ガネーシャ静岡AFC vs FC ALVORADA

<第4節＞ 2020年1⽉25⽇（⼟）船橋市⾼瀬
下⽔処理場上部運動広場
ホストチーム︓AFC BumbleBee千葉
第1試合︓11:00 Kickoff   
FC ALVORADA vs FC-TS ONE

第2試合︓12:30 Kickoff 
AFC BumbleBee千葉 vs ガネーシャ静岡AFC

＜第5節＞ 2020年2⽉16⽇（⽇）東海⼤学湘
南キャンパス
ホストチーム︓FC-TS ONE
第1試合︓10:00 Kickoff   
FC ALVORADA vs ガネーシャ静岡AFC

第2試合︓11:30 Kickoff   
FC-TS ONE vs AFC BumbleBee千葉

東⽇本アンプティサッカーリーグ 2018
第1回⼤会

期⽇・内容
<第1節＞ 2019年1⽉26⽇（⼟）兼松株式会
社 都賀グランド
ホストチーム︓AFC BumbleBee千葉
第1試合︓12:00 – 13:00 Kickoff  
FC ALVORADA vs ガネーシャ静岡AFC 

第2試合︓13:10 – 14:10 Kickoff  
AFC BumbleBee千葉 vs TSA + ONETOP

＜第2節＞ 2019年2⽉16⽇（⼟）船橋市⾼瀬
下⽔処理場上部運動広場
ホストチーム︓AFC BumbleBee千葉
第1試合︓12:00 – 13:00 Kickoff  

ガネーシャ静岡AFC vs TSA + ONETOP
第2試合︓13:10 – 14:10 Kickoff  
FC ALVORADA vs AFC BumbleBee千葉

＜第3節＞ 2019年3⽉10⽇（⽇）J-SOCIETY 
FOOTBALL PARK CHOFU
ホストチーム︓FC ALVORADA
第1試合︓11:00 – 12:00 Kickoff  

ガネーシャ静岡AFC vs AFC BumbleBee千葉
第2試合︓12:10 – 13:10 Kickoff 
FC ALVORADA vs TSA + ONETOP

試合⽅法
① 50分間の試合（前後半25分、インターバル
10分、タイムアウト前後半両チーム1回ず
つ）とする。

② 試合の競技規則は当該年度の⽇本アンプ
ティサッカー協会競技規則に準じる。

③ サテライト・チームでの出場を認める。
④ ノン・アンプティプレイヤーの出場を認め
る。ただし、1度にフィールド内に⼊れる⼈
数は3名（GK除く）を上限とし、試合中は
切断者と同等の競技規則を適⽤する。

⑤ 勝ち＝「3点」、引き分け＝「1点」、負け
＝「0点」、不戦敗＝「-1点」とし、合計点
数が多いチームを上位チームとし、順位を
決定する。

※  詳細は当該年度の運営規程を参照

参加チーム（順不同）
・FC ALVORADA（アウボラーダ）
・AFC BumbleBee（バンブルビー）千葉
・ガネーシャ静岡AFC
・TSA FC + FC-ONETOP［合同］

JAFA  Technical ReporT  2020

最終順位
1位 FC ALVORADA
2位 ガネーシャ静岡AFC
3位 TSA + ONETOP
4位 AFC BumbleBee千葉

その他実績
総参加プレイヤー数 53名
総観客動員数 337名

n 東⽇本リーグ 概要
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＜第6節＞ 2020年2⽉22⽇（⼟）港区⽴港南
⼩中学校
ホストチーム︓FC ALVORADA
第1試合︓11:00 Kickoff
FC-TS ONE vs ガネーシャ静岡AFC

第2試合︓12:30 Kickoff   
FC ALVORADA vs AFC BumbleBee千葉

試合⽅法
① 50分間の試合（前後半25分、インターバル
10分、タイムアウト前後半両チーム1回ず
つ）とする。

② 試合の競技規則は当該年度の⽇本アンプ
ティサッカー協会競技規則に準じる。

③ サテライト・チームでの出場を認める。
④ ノン・アンプティプレイヤーの出場を認め
る。ただし、1度にフィールド内に⼊れる⼈
数は3名（GK除く）を上限とし、試合中は
切断者と同等の競技規則を適⽤する。

⑤ 勝ち＝「3点」、引き分け＝「1点」、負け
＝「0点」、不戦敗＝「-1点」とし、合計点
数が多いチームを上位チームとし、順位を
決定する。

※  詳細は当該年度の運営規程を参照

参加チーム（順不同）
・FC ALVORADA（アウボラーダ）
・AFC BumbleBee（バンブルビー）千葉
・ガネーシャ静岡AFC
・FC-TS ONE（TSA FC + FC-ONETOP）

最終順位
1位 FC ALVORADA ＊2年連続
2位 AFC BumbleBee千葉
3位 FC-TS ONE
4位 ガネーシャ静岡AFC

個⼈表彰
MVP エンヒッキ 松茂良 ジアス
（FC ALVORADA）
MIP 後藤 ⼤輝
（ガネーシャ静岡AFC）

その他実績
総参加プレイヤー数 63名
総観客動員数 588名

4

n リーグ実⾏委員⻑ 挨拶
関根 雅男 ⽒
（⽇本アンプティサッカー協会 理事）

近年サッカーのみならず、凡そ競技スポーツは
年間を通して⾏うリーグ戦を基盤スケジュール
としています。アンプティサッカーにおいても
その流れに乗るべく、本リーグ戦は年間を通し
て開催する初の⼤会となりました。2017年の構
想に始まり2018年夏のプレ⼤会を経て、漸く⼤
会を開催するに⾄りました。これは参加チーム
の選⼿・スタッフおよび会場提供等の開催地の
協⼒、そしてリーグ戦事務局を⽀える各員の惜
しみない尽⼒の賜物です。本リーグ戦において
は、多くのプレイヤーへ公式戦出場機会の確
保・育成、明確な⽬標を持ったチーム強化の場
のほか、ビギナープレイヤーへ継続的なスポー
ツシーンへの誘導にも波及しています。『Ｍ-Ｔ
-Ｍ（マッチ・トレーニング・マッチ）』を軸と
した指導を⾏うことで、プレイヤーのみならず
指導者の基盤育成にも寄与しており、チームが
試合を重ねることのできるリーグ戦は重要な位
置づけとなっています。
これまでの主流であったトーナメント⽅式のよ
うにチャンピオンスポーツとしての側⾯を保つ
⼀⽅で、ゲートウェイパラスポーツとしての側
⾯を構築し「すそ野を広げていく」こともrリー
グ戦の意義だと考えています。特に、本リーグ
戦では「チームの主体性を⾼める」ことも⼤き
な狙いであり、エントリーチームの中から節毎
に「ホストチーム」が決まっています。グラウ
ンドの⼿配から⽇程調整に始まり、当⽇の会場
運営の⼀部はホストチームに委託した形でリー
グが⾏われています。
2019年に⻄⽇本圏で⾏われた「⻄⽇本アンプ

ティサッカー交流戦」が発展し、皆さま⽅のご
協⼒のもと2020年からは「⻄⽇本アンプティ
サッカーリーグ」も開設されることとなりまし
た。ここ数年にわたり、アンプティサッカー競
技者数は100名前後で頭打ちとなっており、さ
らなるアンプティサッカーの普及に向け、東⻄
リーグが⼤きな起爆剤となることを願ってやみ
ません。しかしながら年間を通じてアンプティ
サッカーの活動を⾏うことには、様々な障壁に
⽴ち向かわなければなりません。その障壁を打
ち砕くべくあらゆる⼒を結集して新たな⽅向性
を打ち出す契機としてアンプティサッカーを取
り巻くスポンサー・アクティベーションをより
活性化していくことも⼤きなミッションとなり
ます。今後とも「すべてのアンプティサッカー
ファミリーで共に築き上げるリーグ」という⼤
会スローガンをもとに、皆さまと共に進んで参
りたいと思います。
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東⽇本リーグを振り返って
【報告者】岸 秀忠（TSG）

本リーグを通じた成果と課題
⼆⼤会を通した結果としては、FC ALVORADA
が圧勝となった。FC ALVORADAは選⼿交代を
⾏ってもチーム⼒が変わらない⾮常に安定感の
ある戦いを⾒せていた。しかしながら、第1回
⼤会と⽐べると、第2回⼤会では全てのチーム
がしっかりとゲームプランを準備して試合に臨
んでいることが⾒受けられた。その結果、⾃⼒
で勝るFC ALVORADAとの試合以外との対戦と
なった対戦カードでは、点差が⼤きく開く試合
が少なくなったと考えられる。実際に、4チー
ムの総シュート数が2018は194本、2019前期
は191本、2019後期は149本であり、総得点も
減少傾向となっている。故に、点差以上に拮抗
した試合内容となることが多く、各チームの
チーム⼒の向上を表すデータではないだろうか。

成果①︓ゲームプランの構築
先述したように、各チームは相⼿チーム毎に
よってしっかりとした対策が施されており、
ゲームプランを準備して試合に臨んでいた。具
体的には、チーム全体で守って、得点のチャン
スを伺い、カウンターを仕掛けるような戦術や
密集した相⼿に対してサイドから仕掛け、相⼿
を引き出して空いたスペースにクロスを送って
得点するような戦術がしっかりと組み⽴てられ
ていた。そして何よりそれを選⼿達が体現でき
ていたことが印象的であった。第1回⼤会にお
いても、各チームで戦術やゲームプランを⽴て
て試合に臨んでいたが、チームの狙いがはっき
りと現れていた試合が多かったのは第2回⼤会
の成果であったと考える。

成果②︓サイド攻撃からの得点
拮抗した試合が充実してきた第2回⼤会の得点
パターンのうち、⽬⽴った得点パターンとして
は、サイド攻撃からの得点が挙げられる。サッ
カーの攻撃の基本に「幅と深み」があるがアン
プティサッカーにおいてはオフサイドのルール
がないため、より重要なファクターとなると考
えられる。したがって、より効果的な攻撃を⾏
うために、サイドを起点とした攻撃パターンの
バリエーションの構築に期待したい。

課題①︓ポゼッション（組み⽴てとビルドアッ
プ）
サッカーの優先順位は常にゴールを奪うことで
ある。サッカーの攻撃には、組織的な守備を打
ち破るためには攻守の切り替えを素早く⾏い

相⼿DFのアプローチと守備隊形の形成が⾏われ
る前に攻撃する「ファストブレイク（速攻）」
と幅や厚みを使って意図的にボールを動かし保
持しながら攻撃する「ポゼッションブレイク
（遅攻）」に分けられる。第1回⼤会の攻撃
シーンではしっかりと守って前線の選⼿に素早
くボールを預ける速攻による得点が多かった。
唯⼀、意図的にボールをつないだポゼッション
か ら シ ュ ー ト ま で 運 ん で い た の は FC
ALVORADAのみであった。DFラインからビル
ドアップし、幅と厚みを意識した的確なポジ
ショニングから相⼿DFを散らし、中盤からア
タッキングサードまで⾮常にスムーズなポゼッ
ションが⾏われていた。個々の基礎技術がしっ
かりしているからこそ可能になっている部分も
あるが、ポゼッションを⾼めることで、体⼒的
にも余裕ができ試合のリズムを掴むことができ
る利点もあるため、その他のチームも意識して
取り組んでもらいたい。

課題②︓セットプレー
セットプレーは試合の結果を左右する重要な局
⾯である。アンプティサッカーのW杯において
も、セットプレーによる得点が⼤きな割合を占
めていることが報告されており、コーナーキッ
クやフリーキックにおいて各チームで様々な⼯
夫がなされ、トリックプレーを駆使するナショ
ナルチームが多く⾒受けられる。アンプティ
サッカーではタッチラインからボールが出たら
キックインから再開される。要するにハーフ
ウェーラインを越えるとどこからでもゴールに
つながるチャンスとなる可能性がある。しかし
ながら、本⼤会ではセットプレーによる得点が
少なく、効果的な⼯夫は乏しいように⾒られた。
1発勝負のトーナメント形式の試合では先制点
や試合終盤での1点の価値が⾮常に⼤きくなる。
そのような場⾯でプレッシャーもなくボールを
置いて蹴れるセットプレーはチームトレーニン
グで取り組み、選⼿の競技理解を育みつつ戦略
を練ることが、さらなるレベルアップに繋がる
のではないだろうか。

ゴールキーパー（GK）
GKは、「ゴールを守る」「ボールを奪う」「攻
撃への参加」といった役割が求められる「ゴー
ルを守る」ことの関してはシュートストップや
クロスの対応など個⼈スキルが試される部分で
ある。「ボールを奪う」「攻撃への参加」に関
してはチームメイトと協⼒し、尚且つ個⼈スキ
ルが⼤きく反映する部分である。「攻撃への参
加」に関してはアンプティサッカーにおいて、
唯⼀両脚の使⽤が許されている競技者であるGK
が⼤きなアドバンテージとなる可能性がある。

n レビュー︓東⽇本リーグ
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GKの成果①︓シュートストップ
シュートストップにおいては、安全確実にゴー
ルを守るために「キャッチング」、「パンチン
グ」の判断ができるようになってきた。キャッ
チングしようとして後逸してしまうなどのミス
が少なくなり、セーフティーにコート外へパン
チングするなどの状況に応じた判断が⾒受けら
れた。

GKの成果②︓クロスへの対応
クロスの対応に関しては、第1回⼤会において
特にポジショニングミスと判断ミスによって失
点に絡むシーンがあったが、第2回⼤会におい
てはGKがクロスの前の準備をしっかりとしてい
たことでポジションミスによる失点というのは
少なくなった。しかしながら、クロスに対する
DFとの連携した守備やコーチングに関してはさ
らなる改善が必要である。

GKの課題①︓攻撃への意識(ディストリビュー
ション)
プレー⼈数が少なく、コートが⼩さいアンプ
ティサッカーにおいて、GKの攻撃への参加は必
要不可⽋である。第7⼈⽬のFPとしてDFライン
での組⽴やビルドアップに参加することにより、
プレッシャーをかけてくる相⼿FWに対して数
的有利の場⾯を作り出しやすくなる。GKの役割
として「ゴールを守る」というだけでなく、常
に攻撃に意識を持つことでプレーの幅も広がり
戦術理解も深まっていくと考えられる。した
がって、攻撃につながるスローやキックなどの
基礎的な積み上げとなるトレーニングは必要不
可⽋である。今後はGKが攻撃の起点となり得点
まで繋がるシーンが⽣まれることを期待したい。

GKの課題②︓コーチング
1試合を通して「ゴールを守る」、「ボールを
奪う」ことは味⽅DFと連携しなければ達成でき
ない。その中でGKができることは⾃分が守りや
すいようにDFを動かすことである。GKは１試
合を通して守備中の味⽅DFに対して、「ボール
を奪わせる」、「シュートを打たせない」、
「攻撃を遅らせる」、「シュートコースを限定
させる」などの的確なコーチングをしなければ
ならない。試合中に時折、的確なコーチングが
聞こえることはあってもGK主導で守備が成り
⽴っているシーンというのはごく僅かであった。
１試合を通して、相⼿にシュートを１本も打た
せないというのは⾮常に難しい。しかし、ゴー
ルを守る最後の砦として相⼿の攻撃を限定して、
⾃分が守りやすくできるようなコーチングに期
待が寄せられる。

6

まとめ
定期的に⾏われるリーグ戦の利点を⾮常に感じ
た⼤会となった。本⼤会は、実際の試合の感覚
や経験値を積むことで個⼈としての成⻑はもと
より、チーム戦術やチームコンセプトを確⽴す
るための有意義な機会となっており、本リーグ
戦の⽬的の沿った素晴らしい⼤会となっていた。
実際に試合を観戦していても、若⼿の選⼿やビ
ギナーの選⼿がゴールを決める姿が⾒られ、
チーム⼒の底上げやチーム戦術の積み上げが感
じられた。特に、FC-TS ONEは選⼿獲得にも注
⼒し、後期の試合において顕著に改善された点
があり、失点数が⼤きく減少し、成⻑が著しい
姿を垣間⾒ることができた。今後は、本リーグ
戦で得た成果と課題をしっかりと整理し、各
チームで⽇々のトレーニングに活かしていくこ
とが重要と考えられる。故に、本⼤会のような
リーグ戦を継続していくことは、アンプティ
サッカーの競技⼒向上において、⾮常に重要な
役割を担っていくと考えられる。

東⽇本リーグ 2018/2019
エキシビジョンマッチ

東⽇本アンプティサッカーリーグ 2018第1回
⼤会、東⽇本アンプティサッカーリーグ 2019
第2回⼤会 前期／後期において、当該節のリー
グ戦終了後、インターバルをはさみ、所属チー
ムの垣根を超えてチームが編成され、エキシビ
ジョンマッチが実施されている。加えて、これ
まで協会に選⼿登録をしていない21名のプレイ
ヤーがエキシビジョンマッチに参加を果たして
いる（そのうち、ノンアンプティプレイヤーは
10名）。
エキシビジョンマッチを通じて、「はじめてア
ンプティサッカーの試合に出場することができ
た」、「これまでアンプティサッカーを⾒るば
かりであったが、実際にピッチの中で選⼿と⼀
緒にプレーすることでさらにアンプティサッ
カーの⾯⽩さをさらに実感することができた」
という声が数多く挙がっている。また、エキシ
ビジョンマッチでアンプティサッカーに触れた
⽅々が、各チームの定期トレーニングに参加す
るなどといった新たな競技⼈⼝の獲得にも繋が
る事例も報告されている。
また、「アンプティサッカーの素晴らしさを再
認識することができたので、このリーグ戦に対
して何かサポートすることができないか社内に
持ち帰り検討していきたい」といった声なども
挙がり、競技シーンだけではなく、多⽅⾯でア
ンプティサッカーをサポートしてくれる⽅々と
の関係知の構築にも及んでおり、改めて参加さ
れた全てのプレイヤーへ感謝の意を表したい。



n 参考データの開⽰︓東⽇本リーグ
データ③ レフェリーの試合中の⾝体活動
東⽇本リーグの試合において、試⽤的にGPSを
⽤いてレフェリーの試合中の⾝体活動を測定し
た。アンプティサッカーでは主審と副審が左右
のタッチライン側を移動し、対⾓線式審判法が
可能なように位置している。今回は50分ゲーム
（前後半25分ハーフ）主審6名、副審6名から
得られたデータを参考資料として報告する。
総移動距離に関しては⼤きな差は⾒受けられな
かったが、平均⼼拍数に関しては⼤きな差が認
められた。またどちらの項⽬も主審の⽅が副審
よりも⾼い値を⽰した。この結果から、主審の
⽅がよりゲームコントロールのイニシアティブ
をとる必要があるため副審よりも多くの⾝体活
動量が必要であることが伺える。しかしながら、
その背景には、審判ライセンスの階級の違いや
審判の経験年数なども関係していると考えられ
る。今回の結果から、アンプティサッカーのレ
フェリーにおいては１試合（50分）あたり約
4km移動し、約400〜500mのスプリントを実
⾏していた。また、平均⼼拍数も⾼く、プレイ
ヤー同様に⾼強度な⾝体活動が求められること
が明らかとなった。
レフェリーの試合中の運動量

レフェリーの試合中の⼼拍応答

JAFA  Technical ReporT  2020
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データ① 試合中の運動パフォーマンス
第1回⼤会に⾏われたリーグ戦の試合において、
試⽤的にGPS（Global position System）を⽤
いて試合中の運動パフォーマンスを測定した。
今回は45分以上出場した選⼿14名から得られ
たデータを参考資料として報告する。総⾛⾏距
離、スプリント（13km/h以上）距離に関して
はこれまで得られたデータより多いようにみえ
るが最⾼値を記録した選⼿が極端に引き上げて
いるため、その選⼿を除くとこれまで報告され
ているデータとほぼ変わらない結果となった。
したがって、アンプティサッカーにおいては１
試合（50分）あたり約3km移動し、200〜
300mのスプリントを遂⾏するフィジカルが最
低限必要であると考えられる。特に、ビギナー
プレイヤー、⼥⼦プレイヤー、ユースプレイ
ヤー、重度の障がいを有するプレイヤーはこれ
を⼀つの指標として試合に向けたコンディショ
ニングトレーニングに取り組んでもらいたい。

データ② スプリントパフォーマンス
また今回はGPSデータとは別に個々の競技⼒を
⽀える最も基盤となる直線⾛における基準値を
蓄積したデータから掲出した。
10mの区間タイムから秒速に変換して⽐較する
とスタンダードレベルは3.8 m/s 、代表レベル
では、4.6 m/sとなる。1秒間で約80cm差が⽣
まれる。これは、サッカーボールの直径4個分
もの差が⽣まれたことになる。提⽰されたデー
タを有効的に活⽤していくためにも、競技⼒を
定期的にセルフチェックすることにより、競技
⼒向上と⼆次障害の予防に役⽴てていくことも
重要になってくると思われる。

総走行距離
（m）

スプリント距離
（m）

最高スピード
（km/h）

平均 最高 平均 最高 平均 最高

3276 5538 270 690 19.0 22.0

一

般
的

指

標

2984 - 205 - - -

東
日
本

リ

グ

!

10m走（秒） 20m走（秒） 30m走(秒）

スタンダード

レベル
2.61 4.56 6.17

代表候補

レベル
2.41 4.29 5.94

日本代表

レベル
2.19 4.03 5.60

項目 主審 （n=6） 副審 （n=6）
移動スピード閾値別
移動距離（m）

standing 
（<6km·h-1） 1859.5 ± 95.5** 1481.2 ± 150.4

walking 
（6-8km·h-1） 405.6 ± 45.2 488.6 ± 067.1

low-speed running 
（8-12km·h-1） 873.3 ± 78.0 880.8 ± 101.3

moderate-speed running 
（12-15km·h-1） 593.5 ± 69.8 681.1 ± 049.9

high-speed running
（15-18km·h-1） 296.6 ± 59.4 235.4 ± 033.1

sprinting
（≥18km·h-1） 222.1 ± 39.3* 162.1 ± 018.4

高強度ランニング移動距離 518.6 ± 67.3* 397.5 ± 041.1

総移動距離 4250.5 ± 60.4* 3929.1 ± 128.1

項目 主審 （n=6） 副審 （n=6）

心拍数（beats·min-1）

平均心拍数 172.9 ± 0.9** 142.7 ± 2.0

心拍水準（％）

<70％心拍水準 0 ± 0 7.9 ± 5.7

71-80％心拍水準 2.5 ± 2.4 35.3 ± 9.8*

81-90％心拍水準 42.3 ± 3.8 45.4 ± 3.6

91-95％心拍水準 26.5 ± 7.4 11.4 ± 4.5

≥95％心拍水準 28.7 ± 8.3 0 ± 0



n 東⽇本リーグ リーグデータ
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2018 第1回⼤会結果（前期開催のみ）

順

位
チーム名 FC ALVORADA

ガネーシャ

静岡AFC 
FC-TS ONE

AFC 

BumbleBee 
千葉

勝 負

引

き
分
け

勝

ち
点

得

点

失

点

得

失
点

1 FC ALVORADA ◯3-0 ◯10-0 ◯9-0 3 0 0 9 22 0 +22

2
ガネーシャ静岡

AFC 
●0-3 ◯6-2 ◯8-2 2 1 0 6 14 7 +7

3 FC-TS ONE ●0-10 ●2-6 △2-2 0 2 1 1 4 18 -14

4
AFC BumbleBee 

千葉
●0-9 ●2-8 △2-2 0 2 1 1 4 19 -15

得点ランキング
1位 13得点 エンヒッキ 松茂良 ジアス（ FC ALVORADA ）
2位 10得点 後藤 ⼤輝（ ガネーシャ静岡 AFC ）
3位 5得点 秋葉 海⼈（ FC ALVORADA ）

2019 第2回⼤会結果（前期・後期）

順

位
チーム名 FC ALVORADA

AFC 

BumbleBee 
千葉

FC-TS ONE
ガネーシャ

静岡AFC 
勝 負

引

き
分
け

勝

ち
点

得

点

失

点

得

失
点

1 FC ALVORADA
◯4-0

◯8-0

◯6-0

◯6-0

◯7-0

◯7-0
6 0 0 18 38 0 +38

2
AFC BumbleBee 

千葉

●0-4

●0-8

◯2-1

△1-1

◯6-1

●1-5
2 3 1 7 10 20 +10

3 FC-TS ONE
●0-6
●0-6

●1-2
△1-1

△1-1
◯2-1

1 3 2 5 5 17 -12

4
ガネーシャ静岡

AFC 

●0-7

●0-7

●1-6

◯5-1

△1-1

●1-2
1 4 1 4 8 24 -16

n東⽇本リーグ チームスタッツ

チーム名
シュート数 被シュート数 総得点数 総失点数 得点者数

2018 2019前 2019後 2018 2019前 2019後 2018 2019前 2019後 2018 2019前 2019後 2018 2019前 2019後

FC ALVORADA 89 71 78 12 20 3 22 17 21 0 0 0 5 6 7

ガネーシャ静岡 AFC 63 53 26 41 63 49 14 2 6 7 14 10 5 1 3

FC-TS ONE 24 32 19 69 52 53 4 2 3 18 9 8 3 2 2

AFC BumbleBee 千葉 18 35 26 72 56 44 4 8 2 19 6 14 3 5 2

合計
194 191 149 44 29 32 16 14 14

534 105 44

得点ランキング
1位 15得点 エンヒッキ 松茂良 ジアス（ FC ALVORADA ）
2位 6得点 ⽯井 賢（ FC ALVORADA ）
3位 5得点 秋葉 海⼈（ FC ALVORADA ） /   後藤 ⼤輝（ ガネーシャ静岡 AFC ）
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東⽇本リーグ MVP / 得点王
エンヒッキ・松茂良・ジアス ⽒
（FC ALVORADA）

リーグ戦への思い
⽇本のアンプティサッカーとして初の試みと
なったリーグ戦ですが、選⼿権とレオピン杯以
外にも⼤会があるのは選⼿として⾮常に嬉しい
事です。定期的に試合ができる事によって、選
⼿⼀⼈⼀⼈のモチベーションが上がり、選⼿の
スキルアップにつながっていると思います。試
合の経験が少ない選⼿も公式戦の「試合慣れ」
ができとても貴重な経験となったと思います。

初代MVPを受賞して
⻑期間にわたって複数の試合で良い結果が出せ
たのはチームメイトをはじめ、スタッフやサ
ポーターが⼀丸になって戦ってくれたおかげだ
と思います。感謝を忘れず、来季も頑張ります。
ありがとうございました。

これからのアンプティサッカーについて
これからは東⽇本に限らず、ぜひ⻄⽇本でも
リーグ戦が⾏えたらと思います。アンプティ
サッカーには⼀度観たら忘れられないくらいの
魅⼒があります。全国的に1年を通して多くの
試合を⾏うことで、１⼈でも多くの⼈に観ても
らいたい。そうすれば、アンプティサッカーを
愛してくれる仲間たちが増えると思いますし、
⽇本のアンプティサッカーはもっと盛り上がる
と信じています。それが私の願いです。

永⾕ ⿓司 ⽒
（ガネーシャ静岡AFC）

全体を通して、公式戦を⾏える機会を設けて頂
けたことに運営スタッフ、会場提供してくだ
さった開催地へ感謝しております。多くの選⼿
が参加し、2⼤会の経験からチーム戦術や個⼈
技術など⼤きく成⻑できたと思います。選⼿た
ちは試合経験数が増えたことで、積極的なの声
掛けにより意思疎通を感じ、失敗を恐れずプ
レーできたと思います。また、試合で起こるア
クシデントは試合でしか味わえないと感じまし
た。そして、リーグ戦で課題を発⾒できたこと
でレオピン杯や⽇本選⼿権⼤会に活かし、⼒を
発揮できたと思います。今後もリーグ戦の開催
を継続して欲しいと思います。

根本 ⼤悟 ⽒
(AFC BumbleBee千葉 / AC MILAN BBee千葉)

国内の２つの⼤きな⼤会(⽇本選⼿権、レオピン
杯)以外にリーグ戦として定期的に試合を開催し
て頂ける場を提供して頂けることに⾮常に感謝
しています。２つの⼤会では、１試合毎が負け
られない戦いとなりチーム事情を考慮し、出場
機会になかなか恵まれない選⼿も現われてしま
います。そんな中、リーグ戦を⾏って頂けると
普段出場機会が少ない選⼿を積極的に起⽤する
ことができ、チームの総⼒向上に⾮常に寄与し
ている施策だと思います。今後は⻄⽇本にも
リーグ戦を開催頂いたり、まだチームの無い地
⽅(東北や北陸など)でも開催できると全国に知
名度も上がっていくのかと思います。
ホームアンドアウェー⽅式でもっと地域の特⾊
を出せて⾏けるように⼯夫し、このような場を
各チームが上⼿く利⽤してサポーターやスポン
サーを獲得し、地域に根付いたチームになって
⾏ける良い機会だとも考えています。
今後のアンプティサッカー発展のためには必要
な施策だと思いますので、これまで以上の⾊々
な試みを期待しています。

松崎 祐亮 ⽒
（TSA FC / FC-TS ONE）

2⼤トーナメントである全国⼤会は⼤きな⽬標
ではありますが、実⼒を発揮する実戦の機会が
少ないなと感じていました。今回の東⽇本リー
グはそんなもどかしい気持ちを晴らす良い機会
となりました。試合という⽬標が定期的にある
ことでそれに向けてトレーニングに励み、個⼈
的にもコンディション維持のため⾃主的なト
レーニングを継続して⾏っています。また、
チームとしても試合を意識したトレーニングを
⾏うようになり、戦術練習にも注⼒するように
なりました。その結果、2019年第2回⼤会の
リーグ戦では試合内容が格段に向上し、勝ち点
も取れるようになりました。2020年ではさら
にチームとして成⻑できるのではないかとこれ
から楽しみです。
また、この東⽇本リーグでは健常者も交えて試
合ができることろも⾮常に魅⼒的だと思います。
普段からチームを⽀えてくれているスタッフと
も⼀緒にプレーでき、感謝するとともに特⻑を
理解してくれているので楽しくプレーができて
います。選⼿が仕事で集まりにくい時でも単独
のチームとして出場できるメリットもあります。
これからも東⽇本リーグを継続して⾏うことで、
アンプティサッカーの成⻑につながると思いま
すし、様々な場所で開催することで競技を知っ
てもらう良い機会にもなると思います。
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⻄⽇本アンプティサッカー交流戦 2019
第1回⼤会

期⽇・内容
2019年10⽉19⽇（⼟）⾹川県⾼松市⽴東部運
動公園
<4 x４ アンプティサッカー⻄⽇本交流戦>
第1試合 13:30 Kickoff
関⻄Sete Estrelas vs A-pfeile広島

第2試合 14:00 Kickoff
関⻄Sete Estrelas vs FC 九州バイラオール

第3試合 14:30 Kickoff
A-pfeile広島 vs FC 九州バイラオール

第4試合 15:00 Kickoff
A-pfeile広島 vs 関⻄Sete Estrelas

第5試合 15:30 Kickoff
FC 九州バイラオール vs 関⻄Sete Estrelas

第6試合 16:00 Kickoff
FC 九州バイラオール vs A-pfeile広島

2019年10⽉20⽇（⽇）⾹川県⾼松市⽴東部運
動公園
＜７x７ アンプティサッカー⻄⽇本選抜戦＞
試合︓10:00 Kickoff  

⻄⽇本選抜A vs ⻄⽇本選抜B

参加チーム（順不同）
・関⻄Sete Estrelas（セッチエストレーラス）
・A-pfeile（アフィーレ）広島
・FC 九州バイラオール

最終順位（4 x 4）
1位 FC 九州バイラオール
2位 関⻄Sete Estrelas
3位 A-pfeile広島

最終順位（アンプティサッカー⻄⽇本選抜戦）
1位 ⻄⽇本選抜B
2位 ⻄⽇本選抜A

個⼈表彰
MVP 野間⼝ 圭介
（FC 九州バイラオール）
得点王 天川 隼輝
（FC 九州バイラオール）

その他実績
総参加プレイヤー数 27名
総観客動員数 109名

協⼒
⾹川県サッカー協会
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⻄⽇本アンプティサッカー選抜戦 2019
第1回⼤会

期⽇・内容
2019年10⽉20⽇（⽇）⾹川県⾼松市⽴東部運動
公園
＜７x７ アンプティサッカー⻄⽇本選抜戦＞
試合︓10:00 Kickoff  

⻄⽇本選抜A vs ⻄⽇本選抜B

試合⽅法
①50分間の試合（前後半25分、インターバル
10分、タイムアウト前後半両チーム1回ずつ）

とする。
②試合の競技規則は当該年度の⽇本アンプティ
サッカー協会競技規則に準じる。

③ノン・アンプティプレイヤーの出場を認め
る。試合中は切断者と同等の競技規則を適⽤
する。

④選抜選⼿の選考は、JAFA強化委員会によるも
のとする。

※ 詳細は当該年度の運営規程を参照

参加チーム（順不同）
・関⻄Sete Estrelas（セッチエストレーラス）
・A-pfeile（アフィーレ）広島
・FC 九州バイラオール

最終順位（アンプティサッカー⻄⽇本選抜戦）
1位 ⻄⽇本選抜B
2位 ⻄⽇本選抜A

その他実績
総参加プレイヤー数 19名
総観客動員数 109名

協⼒
⾹川県サッカー協会

n ⻄⽇本交流戦・選抜戦 概要
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n レビュー︓⻄⽇本交流戦・選抜戦 ・攻撃に関して
成果︓仕掛けの意識

攻撃に関する成果として、前へ仕掛けていく意識
は⾼く⾒られた。前述したように4×4は⼈数が少
なく、1対1となる場⾯が多くなる。また、攻守
の切り替えも⾮常に多いため、ボールを奪ってか
ら縦へ素早く仕掛けたり、ドリブルを得意とする
前の選⼿へ配球してゴールへ迫るシーンが多く⾒
られた。その分、縦に急ぎすぎる場⾯も散⾒され
たため、認知（観ること）と状況判断を伴うこと
で、ゴールへ素早く向かう場⾯と、スピードを上
げずにボールを保持する場⾯の使い分けがなされ
ることで、さらに精度の⾼い攻撃が可能となると
考える。

課題︓オフザボールの動き
オフザボールとは、ボールを持っていない局⾯で
の動きのことであり、時間とスペースの限られた
アンプティサッカーの4×4において重要なファク
ターとなる。具体的には、まずゴールを意識した
ポジショニングとアングル（⾝体の向き）が取れ
ているか。そして裏に抜ける動きからバイタルエ
リアでボールを受けるなど、相⼿DFのプレッ
シャーを⼀歩でも遅らせるような予備動作等が挙
げられる。オフザボールを前の選⼿に限らず意識
することで、よりボールが保持しやすくなり、ス
ムーズにゴールに向かうことが可能となるのでは
ないだろうか。

・守備に関して
成果︓相⼿に応じた戦術

守備の成果として、相⼿に応じて守備を構築して
戦うことができたことが挙げられるだろう。個の
⼒がある相⼿との対戦であれば、組織で守れるよ
うに、ある程度リトリートした中でプレッシャー
をかけることで、「数的不利な状況を作らない」
「カウンター攻撃を受ける場⾯を作らない」等を
意識してプレーすることができていた。さらに、
チャレンジ&カバーやコーチング等の守備の原則
を理解した上でコミュニケーションを密にとるこ
とができれば、より強固な守備が可能となるだろ
う。

課題︓予測とリスクマネジメント
守備におけるオフザボールの代表的な例としても
予測とリスクマネジメントが挙げられる。 GKを
含めた全選⼿が、ボールを奪うイメージや、相⼿
攻撃の芽を摘むためのポジショニング（GKから
のカーチングを含む）ができればさらに安定した
守備を実現できる。これらは焦点をあてられない
ことが多いが、守備における重要な基盤となるた
め、⽇々のトレーニングから各選⼿が意識して取
り組んでもらいたい。

⻄⽇本交流戦・選抜戦を振り返って
【報告者】宮⼝ ⼤海（TSG）

4×4の競技特性と可能性
⼤会を振り返る前に今⼤会（交流戦）で採⽤し
た4×4の競技特性について整理しておきたい。
はじめに、7×7とは明らかに異なる部分として、
⼈数が少ないこと、コートが狭いこと（フット
サルコート規格）が挙げられ、これこそが4×4
の⼤きな特⻑と⾔えるだろう。この2点によっ
て必然的にボールに関わる回数や時間、1対1の
局⾯が多くなり、個の能⼒の⾼さ、切り替えの
速さが特に求められる。またGKのプレー参加が
攻撃・守備の両⾯において⾮常に多くなり、GK
のパフォーマンスが勝敗に与える影響は7×7よ
りも⼤きくなると考えている。そして、4×4で
はオンザボールだけでなく、オフザボールの能
⼒も顕著に表れる。攻撃においては⾝体の向き
（ゴールを意識したアングル）、サポートの距
離と⾓度等、GKも含む4⼈のプレイヤーが常に
ボールに関わり続けることが求められる。守備
においては、予測（インターセプトの狙い等）
やリスクマネジメント、味⽅同⼠のコミュニ
ケーション、コーチングを駆使して守備を構築
する必要がある。⻄⽇本ではすでに関⻄Sete
Estrelas主催で4×4の⼤会が⾏われている。
4×4は、遊びやゲーム性の要素が強くみられや
すい部分もあるが、上記に列挙したように、よ
りタフさとインテリジェンスが求められる競技
だと捉えている。また、⻄⽇本⼤会の背景とし
て、詳しくは後述するが、各チームの距離的な
要因等で7対7の定期的なリーグの開催が容易で
はない現状から鑑みても、4×4は取り組みやす
く、個のスキルアップにもつながる可能性を秘
めており、⻄⽇本の発展において重要な鍵とな
るのではないだろうか。

交流戦を通じた成果と課題
交流戦（4×4）では、結果として4試合15得点
という攻撃⼒を誇ったFC九州バイラオールが優
勝を⼿にしたが、 3チームとも伯仲した戦いを
⾒せた。FC九州バイラオールは、⼀⼈ひとりの
個の能⼒の⾼さ、選⼿層の厚さで、得点⼒もさ
る事ながら、4試合2失点という安定した守備を
構築していた。そのFC九州バイラオールに対し
関⻄Sete Estrelasは1-0と拮抗した試合を制し
1勝を挙げた。またA-pfeile広島AFCは、勝利こ
そなかったものの関⻄Sete Estrelasに0-0と奮
闘し、組織的な守備を⾒せる場⾯も多く⾒られ
た。なお全チームにおいてノンアンプティプレ
イヤーも競技参加していたことは特筆すべき事
柄であろう。
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・守備に関して
成果︓意図的な守備・前線からのプレス

守備においては、各チームの中⼼選⼿がリーダー
シップを発揮して、意図的な守備をすることがで
きていた。守備のスタートラインを設定し、後ろ
からのコーチングで組織的に前線からプレッ
シャーをかけることや、セットできていない状態
であれば、スタートラインを下げて若⼲引いたと
ころから守備をする等の判断ができていた。その
中でもなるべく前からプレッシャーをかけようと
する意識が⾼く⾒られ、奪ってからのスムーズな
攻撃にもつながっていたと⾒られる。

課題︓リスクマネジメント
4×4の成果と課題でも触れたが、リスクマネジメ
ントに対する意識がまだ全体として⾜りない。
GKを含めた後ろの選⼿からのコーチング、マー
クの置き⽅、予測とポジショニング、逆サイドの
選⼿のスライドと押し出し等、オフザボールの細
かい部分だが失点の芽を摘み取るためには、守備
陣だけでなくチーム全体が意識する必要がある。
⼈数は⾜りているのに、⼀発の裏のパスを通され
てしまう。簡単に前を向かれてしまう等の現象多
く⾒られたのは、守備側の課題として挙げられる
べきだろう。

まとめ
・アンプティサッカー初となる四国開催
⾹川県サッカー協会の協⼒のもと、アンプティ
サッカー初となる、四国での開催を実現すること
ができた。アンプティサッカーを⽇本に広めるこ
と、選⼿だけではないアンプティサッカーに関わ
る⼈、そしてチームを増やすこと等、⾮常に多く
の意味で、意義のある⼤会となった。また、ボラ
ンティアおよび体験会に参加してくださった徳島
⽂理⼤学の皆さんや、⼀般の⽅ーにも、実際にク
ラッチを使って体験したり、ウォーキングサッ
カーをしたりなど、現場を肌で感じてもらえたと
いうのはこの⼤会の⼤きな成果となった。

⻄⽇本リーグ開催に向けて
開催に⾄るまでに距離的なものを含む様々な問題
を避けて通れない⻄⽇本⼤会であるが、ここまで
記してきたように、⼤会を通して得られるものは
⾮常に多い。東⽇本リーグでは前期後期のリーグ
戦が形となり安定してきている。⻄⽇本としても、
東⽇本を参考としながら、どうすればリーグとし
ての開催ができるのかを模索していく必要がある。
競技⼒向上にとどまらないリーグの意義を再認識
し、各チームが主体的に運営できる仕組みを整え
ることができれば、さらに加速度的に⻄⽇本のみ
ならず、⽇本のアンプティサッカーが発展してい
くと考えられる。

選抜戦を通じた成果と課題
・全体を通して
今⼤会ならではである選抜戦を⾏ったことで、
⽇本選⼿権やレオピン杯、東⽇本リーグとは
違った、多くの成果が⾒られた。まず、選抜戦
の概要としては、1⽇⽬の交流戦の各チームお
よび各選⼿のプレーを踏まえて、JAFA強化委員
会により、⻄⽇本選抜Aチームと⻄⽇本選抜B
チームの2チームに振り分けられた。監督・指
導者に関しても、各チームのスタッフから選抜
してチーム編成がなされた。普段相⼿としてい
る選⼿・スタッフがチームを組むことで、緊張
感を⽣むだけでなく、新たな刺激を受けながら
プレーしている選⼿が多く⾒受けられた。ス
タッフにおいては当⽇発表されたメンバーをど
う采配するのかといった⾼度な課題に迷いを抱
く様⼦も⾒られた。チーム編成を事前に周知し
て戦術や作戦を考慮する時間を与えるという⽅
式も取れた中で、今回のレギュレーションで取
り組んだ意図を汲みながら、選⼿の特徴を素早
く把握し、選⼿同⼠の組み合わせや戦術を考え
ていく経験は⾮常に貴重だったのではないだろ
うか。世界レベルで活躍していく選⼿・指導者
になるためには、状況を的確に把握しアイデア
を⽣むことができるインテリジェンス、それを
実現するためのテクニックやスキル、そして
チームとして機能するためのコミュニケーショ
ン能⼒が⽋かせない。これらの能⼒を図る機会
としても選抜戦を⾏えた成果は⼤きく、今後の
⻄⽇本チームの課題を得ることもできたのでは
ないだろうか。

・攻撃に関して
成果︓選⼿の特徴を⽣かした戦術

攻撃において、両チームとも異なった特徴を⾒
せた。⻄⽇本選抜A（以降︓選抜A）は前線のス
ピードとキープ⼒を⽣かし、なるべくシンプル
に縦に早い攻撃を積極的に仕掛けていた。相⼿
コートでプレイすることで、⾼い位置からの守
備、奪ってから素早くゴールに向かう（ショー
トカウンター）等の攻撃が⾒られた。⼀⽅⻄⽇
本選抜B（以降︓選抜B）は、後ろの組み⽴てか
ら相⼿を動かし、サイドのスピードのある選⼿
を⽣かしたり、効果的な縦パスを通したりなど
の攻撃パターンを⾒せた。

課題︓決定⼒
両チームとも多様な攻撃を⾒せ決定的なシーン
を多く作ることができた半⾯、決めきることが
できず、決定⼒を⽋いたことが課題として挙げ
られる。GKの好セーブに阻まれるシーンも⾒ら
れたが、攻撃側のミスで得点を逃すことも幾度
か⾒られたのも事実である。各個⼈のフィニッ
シュの精度を上げていくことが、今後個⼈とし
ても、⽇本チームとしても国際的に活躍する上
で⾮常に重要となるだろう。
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n ⻄⽇本交流戦データ

得点ランキング
1位 4得点 天川 隼輝（FC九州バイラオール）
1位 4得点 野間⼝ 圭介（FC九州バイラオール）
2位 3得点 加藤 誠（FC九州バイラオール）
3位 2得点 近藤 碧（関⻄Sete Estrelas ）
3位 2得点 堂⾯ 勝哉（FC九州バイラオール）

順
位

チーム名
FC九州

バイラオール
関西Sete Estrelas A-pfeile広島AFC 勝 負

引
き
分

け

勝
ち
点

得
点

失
点

得失
点

1 FC九州バイラオール
○3-0

●0-1

〇4-0

〇8-1
3 1 0 9 15 2 +13

2 関西Sete Estrelas
●0-3

〇1-0

△0-0

〇4-0
2 1 1 7 5 3 +2

3 A-pfeile広島AFC
●0-4
●1-8

△0-0
●0-4

0 3 1 1 1 16 -15

n ⻄⽇本選抜戦データ

西日本選抜 A 1

0 前半 0

1 西日本選抜 B

1 後半 1

斉藤義則 得点者 川西健太

選手名 選手名

GK：上野 浩太郎 ／ 関西Sete Estrelas GK：宮口 大海 ／ 日本アンプティサッカー協会

FP：斉藤 義則（8） ／ A-pfeile広島AFC FP：松田 隆洋（8） ／ FC九州バイラオール

FP：近藤 碧（9） ／ 関西Sete Estrelas FP：野間口 圭介（9） ／ FC九州バイラオール

FP：加藤 誠（11） ／ FC九州バイラオール FP：天川 隼輝（3） ／ FC九州バイラオール

FP：田中 啓史（5） ／ 関西Sete Estrelas FP：川西 健太（5） ／ 関西Sete Estrelas

FP：川村 大聖（16） ／ 関西Sete Estrelas FP：谷口 正典（4） ／ A-pfeile広島AFC

FP：福留 義弘（10） ／ 関西Sete Estrelas FP：片岡 勇人（16） ／ A-pfeile広島AFC

FP：石見 哲也（7） ／ A-pfeile広島AFC FP：大内 秀真（6） ／ 関西Sete Estrelas

FP：佐々木 悟朗（2） ／ A-pfeile広島AFC FP：辻 龍典（2） ／ 関西Sete Estrelas

FP：藤谷 佑太（7） ／ A-pfeile広島AFC

（◯）・・ユニフォーム背番号
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植⽥ 拓⽣ ⽒
（関⻄Sete Estrelas ）

第1回⻄⽇本アンプティサッカー交流戦は、東
⽇本リーグとは違った4vs4の形式も取り⼊れ、
健常者も参加できる形での開催となりました。
⽇頃から試合数の少なさは感じており、健常者
を含めての7vs7が主となっていました。今⼤会
での試合数の増加は、選⼿にとって新たな課題
を⾒つけ、練習の成果を確認する為の貴重な時
間であったと考えています。また、選⼿やス
タッフに向けたスキルアップ講習会もあり、各
選⼿同⼠の良い刺激になり、プレーの幅が広が
る経験が出来たのではと感じています。年間2
⼤会しかなく、チーム戦もない現状の中、今回
の交流戦は⼤変良い機会となりました。今後は
東⽇本リーグのように、各チームが切磋琢磨で
きる環境となれば、さらなる競技⼒の向上と普
及活動になると期待しています。

津川 基 ⽒
（A-pfeile広島AFC）

私は今回、⻄⽇本交流戦2019の2⽇⽬に⾏われ
た７vs7の選抜戦に参加させていただきました。
⽇頃はA-pfeile広島の選⼿の選⼿に対してしか
指導者の⽴場で関わることがありませんので、
他チームの選⼿の特徴を考えながらフォーメー
ションや戦術を考える事はとても新鮮でした。
今回は私が1⽇⽬の終了後に会場へ到着したこ
ともあったせいか、同チームとなる選⼿とコ
ミュニケーションを取る時間が2⽇⽬の1時間程
しかありませんでした。そのため全選⼿の満⾜
いくようなポジションでプレーができていな
かったのではないかと感じております。今後も
選抜戦を⾏うのであれば、事前にメンバー構成
がわかるとより選⼿とコミュニケーションを取
る時間が確保でき、より質の⾼いゲームを⾏え
るのではないかと思います。

きるように頑張りたいと思っています。パ
フォーマンスの側⾯としては、⾃分の強みとし
て運動量の⾼さを武器に攻守にわたる献⾝的な
プレーでチームを勝利に導いていけたらと思い
ます。また、オフ・ザ・ピッチとして、国際⼤
会の舞台を未だ経験していない若い世代ともコ
ミュニケーションを⼤切にし、皆がそれぞれの
実⼒を発揮できるような雰囲気を率先して作っ
ていきたいと思います。またチームの隔たりを
払拭していくためにも、核となる選⼿の⼀⼈と
なり発信⼒を⾼め、チーム全体のパフォーマン
スの向上を導いていきたいと強く思っています。

⻄⽇本交流戦・選抜戦 MVP
野間⼝ 圭介 ⽒
（FC九州バイラオール）

2019年から新たな試みとして始まった⻄⽇本
交流戦・選抜戦で、⼤会ＭＶＰを頂けたことは
⼤変うれしく思います。この⼤会は将来の⻄⽇
本リーグ戦の前⾝として始まったものですが、
移動の利点以外にもいろんな⾯でとても素晴ら
しい試みだと思っています。健常者が出場可能
なことや、4x4形式での試合など、柔軟なスタ
イルは今までの公式戦では難しかったことです
し、チームの底上げとしても⾮常に有効だと感
じています。残念ながら2020年は⼤会中⽌に
なってしまいましたが、競技全体の向上に貢献
できるよう、選⼿として、チームとしてより⼀
層努⼒したいと思います。いま現在、週2回は
健常者サッカーチームのトレーニング（2013
年から継続）に参加しパフォーマンスを向上さ
せるために頑張っています。⽇本代表選⼿とし
て再び世界と戦えるようにスタミナを落とさず、
勝負所の戦術眼を武器にさらに⾃⾝を⾼めてい
きたいです。前回のワールドカップではテクニ
カルコーチを務めていたこともあり、これまで
のプレーモデルや戦術をさらに⾼めていけるよ
うに、分析⼒を活かしてチームを牽引していき
たいと思っています。特に若い世代のプレイ
ヤーのボトムアップに繋がるようなコーチング
にも⼒を⼊れていきたいと思います。チームと
しての活動ではオンラインでのミーティングで
戦術の擦り合わせなどもやっており、⾃⾝の経
験やノウハウを伝えていけうよう頑張ります。

⻄⽇本交流戦 得点王
天川 隼輝 ⽒
（FC九州バイラオール）

協会関係者の皆様の御尽⼒により、⼤変有意義
な⻄⽇本アンプティサッカー交流戦となり、今
後のアンプティサッカー界の礎になったと思い
ます。誠にありがとうございます。この度の交
流戦では、新たな試みとして、チーム戦での４
×４、チームを混ぜた７×７の選抜戦を⾏い、
頭の切り替えの早さ、意志疎通の強化や戦術の
幅を広げる良い機会となりました。また、様々
な特徴をもった選⼿とコミュニケーションをと
り、よく視る、感じることの必要性を感じまし
た。今後も、障害の有無に関わらず、幅広く選
⼿として参加できる機会を作っていただき、少
しでも多くの⼈に関⼼をもっていただけたらと
思います。今後に向けての個⼈的な⽬標として
は、⽇本代表選⼿として中⼼的な役割で活躍で
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⽇本アンプティサッカー協会の設⽴から10周年を迎えました。先⼈たちの多⼤なる努⼒によりこの10
年で積み上げられきたものが、今後、⽇本アンプティサッカーが⾶躍するための礎となることは⾔う
までもありません。次の5年、10年、20年を⾒据えたあらゆる⽅針を策定していく上で、現⾏事業の
推進とともに、時宜に叶う新たな普及強化施策や新規事業を興していくことも⼤切ですが、「倉庫や
書庫に眠った各種記録を紐解いていくことで道標となるものが⾒つかるのでは」との姿勢から『JAFA
テクニカルレポート2020』の作成に取り掛かりました。

今回は、リーグ戦・交流戦・選抜戦に焦点化した国内の限られた基礎的な資料の提⽰となったため、
⽇本アンプティサッカーの現状に関して全てを網羅できているわけではありませんが、アンプティ
サッカーファミリーの皆様にとって本誌の情報が少しでも有意義なものとなれば幸いです。

来年は、新型コロナウイルス（COVID-19）感染症のため延期となっていた「EUROPEAN AMPUTEE
FOOTBALL CHAMPIONSHIP」、「AMP CUP」が開催予定となっています。それらの国際⼤会を契
機に、強豪チームのスカウティングを敢⾏し、2022年のワールドカップで世界と戦うための具体的な
戦略指針を策定していくこともTSGに課せられた⼤きなミッションとなっております。

最後に、はじめての刊⾏となりました『JAFA テクニカルレポート 2020』の作成にあたり、インタ
ビューにご協⼒頂きました皆様に⼼より感謝申し上げます。

JAFA テクニカルスタディグループ テクニカルダイレクター
岸 秀忠

監修︓⽇本アンプティサッカー協会 強化委員会

編著︓JAFA テクニカルスタディグループ
岸 秀忠（テクニカルダイレクター）
宮⼝ ⼤海（指導者養成ダイレクター）
前⿐ 啓史（強化委員⻑）
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